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１．事業名 第6回 緑を育てるための学生交流会 

２．実施時期 平成22年12月11日(土) 15：30から19：00 
３．実施場所 宇都宮大学 学生会館 多目的ホール及び学生食堂 
４．事業の内容等 宇都宮大学にて、「第6回 緑を育てるための学生交流会」を上記の日程で

開催いたしました。 
 

 第1部の「環境問題に関する講演会」では、宇都宮大学学長 進村武夫様を

はじめ、栃木県議会議長 野田尚吾様、元衆議院議員 船田元様、宇都宮市環

境対策課 柴田賢司様、栃木県造園建設業協会会長 高梨道太郎様、NPO法人

足尾に緑を育てる会会長 神山英昭様の６名から、環境に関する講演、また、

就職難といわれる現代に、学生時代をどう過ごすか、ということについても

ご講演いただきました。 
  
第2部の親睦会では、リンク栃木BREXのチアリーダーであるBREXYのメン

バーとの環境問題を交えたトークショーなどで、大学の垣根を越えた交流を

することが出来ました。 
 
 活動実施状況の詳細は、NPOとちぎ生涯学習研究会の母体であります、

NPO法人とちぎ生涯学習研究会のHPに掲載しております。 
http://www.geocities.jp/npo_lsst/index.htm 

５．事業の成果と今

後の課題 
主に県内19の高等教育機関を対象としてこの交流会の周知活動を行い、宇

都宮大学をはじめとして、自治医科大学、獨協医科大学、作新学院大学、帝

京大学、県農業大学校の学生が参加しました。また県外からは、早稲田大学

、筑波大学、茨城大学、高崎経済大学といった大学の学生を含め、86名が参

加しました。 

 

 「自分の小さな努力が未来の地球を救うことに繋がると感じた。」という

参加者の声をいただきました。「今、自分にできること」をテーマとした

BREXYのトークショーや、それをともに聞いた参加者同士で交流を深めるこ

とにより、環境への関心を持つ手助けができたと考えております。 

 

このようなの学生の輪をより広げていくため、今後も活動を継続していこ

うと考えております。 




